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	三重県歯科医師・武田恵世氏の講演より（抜粋）（長周新聞　2022年5月31日）
	不安定な風力発電を補うために、火力発電のバックアップ態勢が必要
	急に蒸気を沸かすことは難しいため、常に燃料を使って蒸気を捨てながら発電が必要な時に備えて待機しておく必要がある。
	燃料節約が困難なことについては経産省も認めており
	「再エネは季節や天候によって発電量が変動し、安定供給のためには火力発電などの出力調整が可能な電源や、蓄電池と組み合わせてエネルギーを蓄積する・・・」

